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世界農業遺産、日本農業遺産の認定に向けて世界農業遺産、日本農業遺産の認定に向けて
～奥出雲町農業遺産推進協議会の設立～

仁多米 和牛

ソバ 椎茸

 

８
月
７
日
、
岡
山
県
新
見
市
を
会
場

に
第
66
回
四
県
四
郡
市
総
合
体
育
大
会

が
開
催
さ
れ
、
仁
多
郡
選
手
団
は
10
競

技
に
約
２
０
０
名
参
加
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
し
た
。

　

８
月
８
日
、
17
日
か
ら
19
日
に
か
け

て
横
田
高
校
生
の
希
望
者
を
対
象
に
、

町
立
奥
出
雲
病
院
で
医
療
見
学
体
験
学

習
会
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
医
療
職
の
将
来
的
確
保

な
ど
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
体

験
学
習
会
に
12
名
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

体
験
学
習
会
で
は
、
生
徒
が
白
衣
な

ど
に
着
替
え
て
、
入
院
患
者
の
食
事
や

車
椅
子
の
介
助
、
検
査
機
器
の
取
扱
い

や
電
子
カ
ル
テ
の
操
作
な
ど
を
体
験

し
、
最
後
に
生
徒
全
員
で
Ｂ
Ｌ
Ｓ
（
一

次
救
命
処
置
）
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
理
学

療
法
士
を
希
望
し
た
生
徒
は
、
「
た
だ

リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
の
で
は
な
く
、
患
者

様
に
寄
り
添
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
、
地
域
の
方
々
と
の
繋
が
り

が
と
て
も
大
切
だ
と
分
か
っ
た
。
こ
の

体
験
を
自
分
の
将
来
に
活
か
し
て
い
き

た
い
。
」
と
改
め
て
自
分
の
進
路
を
見

つ
め
直
す
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
年
４
月
25
日
、
文
化
庁
か
ら
認
定

を
受
け
た
日
本
遺
産
「
出
雲
國
た
た
ら

風
土
記
〜
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物

語
〜
」
は
、
安
来
市
、
雲
南
市
、
奥
出

雲
町
の
３
市
町
に
根
付
く
、
た
た
ら
製

鉄
に
育
ま
れ
た
こ
の
地
域
の
風
土
を
象

徴
す
る
物
語
で
す
。

　

今
月
号
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て
、
３

市
町
の
広
報
紙
の
合
同
企
画
と
し
て
、

そ
の
物
語
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
初
回
で

あ
る
今
月
号
で
は
、
日
本
遺
産
と
は
そ

も
そ
も
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ご
説
明

し
ま
す
。

　

日
本
遺
産
と
は

　

日
本
遺
産
は
、
地
域
の
歴
史
的
な
魅

力
や
特
色
を
通
じ
て
、
日
本
の
文
化
・

伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
（
物
語
）
の

こ
と
。
歴
史
的
な
経
緯
や
地
域
の
風
習

に
根
ざ
し
、
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が

れ
て
い
る
伝
承
等
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
重
要
視
さ
れ
ま
す
。
日
本
遺
産
認

定
は
、
世
界
に
誇
る
日
本
の
伝
統
・
文

化
と
し
て
国
か
ら
お
墨
付
き
を
も
ら
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
古
来
の
鉄
づ
く
り
「
た
た
ら
製

鉄
」
で
繁
栄
し
た
出
雲
の
地
で
は
、
今

日
も
な
お
世
界
で
唯
一
た
た
ら
製
鉄
の

炎
が
燃
え
続
け
て
い
ま
す
。
た
た
ら
製

鉄
は
、
優
れ
た
鉄
の
生
産
だ
け
で
な
く
、

原
料
砂
鉄
の
採
取
跡
地
を
広
大
な
稲
田

に
再
生
し
、
燃
料
の
木
炭
山
林
を
永
続

的
に
循
環
利
用
す
る
と
い
う
、
人
と
自

然
と
が
共
存
す
る
持
続
可
能
な
産
業
と

し
て
日
本
社
会
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
鉄
の
流
通
は
全
国
各
地
の
文
物

を
も
た
ら
し
、
都
の
よ
う
な
華
や
か
な

地
域
文
化
も
育
み
ま
し
た
。

　

今
も
こ
の
地
は
、
神
代
の
時
代
か
ら

先
人
た
ち
が
刻
ん
で
き
た
鉄
づ
く
り
千

年
の
物
語
が
終
わ
る
こ
と
な
く
紡
が
れ

て
い
ま
す
。

　奥出雲町のたたら製鉄に由来する資源循環型で持続可能な農業システムを世界農業遺産（GIAHS）、
日本農業遺産として認定を受けるため、８月30日、「奥出雲町農業遺産推進協議会」が設立されました。
　奥出雲地域では、古くからたたら製鉄による鉄づくりが盛んに行われ、鉄穴流しによる農地の開拓
や山林の輪伐、焼畑などによって、現在の農業や林業、畜産業の基礎をつくりあげました。
　本町の代表的な特産物である仁多米やソバ、椎茸、奥出雲和牛の４つをキーワードに据えて、たた

ら製鉄に由来する農業システムの価値を整理
して、平成29年度以降に農林水産省へ申請す
る予定です。
　設立会議では、農林水産省中国四国農政局
農村振興部の田井浩朗農村環境課長から「認
定にあたって、地域農業を将来に継承し、発
展させることが求められる。また、農業シス
テムの保全に向け住民の理解と協力が不可欠
である。」と話がありました。
　今後、地域の関係団体、農林業関係者の代
表らで構成する推進協議会委員により、認定
申請の内容等の検討を行っていきます。

連
載
そ
の
１
：
日
本
遺
産
と
は

日
本
遺
産

　
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記

　
　
　
ス
ト
ー
リ
ー
概
要

鉄
の
道
文
化
圏
推
進
協
議
会

　

http://tetsunom
ichi.gr.jp/

問
合
せ

四
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大
会
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奥
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病
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で
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奥
出
雲
病
院
で
医
療
見
学
体
験
会・イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

たたら製鉄の歴史が生み出した奥出雲町の特産物

ＢＬＳ研修の様子

三昼夜にわたるたたら吹き
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